
第32回 「Introduction to MCP」
   Anthropic 公式 Claude Academy

Claude Code

MCP とは何か
   公式の教材を、順番に



この資料について

Anthropic とは関係のない、⾮公式の資料です

公式の学習サイト Claude Academy の⽇本語訳です

原⽂（英語）Introduction to Model Context Protocol ∕ 
Introducing MCP

今回から5つめのコースに⼊ります。全9回のうちの第1回です

1出どころ：Claude Academy「Introduction to MCP」レッスン1（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



全51回の、今⽇はここ

2出どころ：Claude Academy「Introduction to MCP」レッスン1（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



今⽇のレッスン

Introduction to MCP の第1回

原題 Introducing MCP

 訳 MCP とは何か

⾯倒なつなぎこみを書かなくても、Claude に前後の事情と道具
を渡せるようにする層です

3出どころ：Claude Academy「Introduction to MCP」レッスン1（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



① 解いている困りごと

原題 The Problem MCP Solves

「⾃分の置き場所ぜんぶで、通って
いない願い出は？」に応えたいとし
ます

GitHub には、ものすごい量の働き
があります

MCP が無ければ、信じられない数
の道具を、⾃分で作ることになりま
す

4出どころ：Claude Academy「Introduction to MCP」レッスン1（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



① 重荷は、続く

そのつなぎこみを、書いて、試し
て、⼿⼊れし続けるのは⾃分です

⼿間も、続く重荷も、⼤変なものに
なります

MCP は、道具の決め⽅と動かす仕
事を、専⽤のサーバーへ移します

5出どころ：Claude Academy「Introduction to MCP」レッスン1（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



② どう働くのか

原題 How MCP Works

GitHub の道具を全部⾃分で書く代
わりに、GitHub の MCP サーバー
が引き受けます

サーバーは、⼤量の働きを包んで、
決まった形の道具として差し出しま
す

⾃分の作っているものは、⼀から全
部こしらえる代わりに、そこへつな
ぎます

6出どころ：Claude Academy「Introduction to MCP」レッスン1（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



③ MCP サーバーとは

原題 MCP Servers Explained

外のサービスが持っているデータや
働きへの、⼊⼝を渡します

道具・頼み⽅・資料を、決まった形
で差し出す、専⾨の窓⼝です

GitHub ならではの細かい作りは、
サーバーが引き受けます

7出どころ：Claude Academy「Introduction to MCP」レッスン1（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



組み⽴て

8出どころ：Claude Academy「Introduction to MCP」レッスン1（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



④ よくある問い

原題 Common Questions

誰が作るのか 誰でも作れます。
サービスを出す側が公式のものを作
ることも多い

⼝を直接呼ぶのと何が違う MCP 
なら、決め書きがもうあります

「道具を使う」と同じでは 別のこ
とです。補い合います

9出どころ：Claude Academy「Introduction to MCP」レッスン1（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



④ 肝⼼な違い

MCP サーバーは、道具の決め⽅と
中⾝を、もう決めた形で渡します

「道具を使う」は、Claude が実際
にその道具をどう呼ぶか、という話
です

肝⼼な違いは、誰がその仕事をする
か。MCP では、すでに誰かが作っ
ています

10出どころ：Claude Academy「Introduction to MCP」レッスン1（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



⑤ 乗っかると、どうなるか

⼊り組んだつなぎこみの⼀式を、⾃
分で抱え続けなくてよくなります

外のサービスにつなぐ重い仕事を、
サーバーが引き受けます

この連載では第11回でMCPに触れま
した。ここからは、作る側へ回りま
す

11出どころ：Claude Academy「Introduction to MCP」レッスン1（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



今回のまとめ

MCP は、道具の決め⽅と動かす仕事を、専⽤のサーバーへ移す取り決め

MCP サーバーは、外のサービスへの、決まった形の窓⼝

誰でも作れる。サービスを出す側が公式のものを出すことも多い

「道具を使う」とは別のこと。違いは、誰がその仕事をするか

重い仕事を、引き受けてもらえる

12出どころ：Claude Academy「Introduction to MCP」レッスン1（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



次回

Introduction to MCP の第2回

原題 MCP clients

 訳 つなぐ側

⾃分のところとサーバーのあいだの橋が、どう働くのかを⾒ます

全51回の、33回⽬です

13出どころ：Claude Academy「Introduction to MCP」レッスン1（Anthropic 公式・英語）／非公式の日本語要約です



その道具、⾃分で作る必要がありますか


